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山
口
議
員
の
一
般
質
問

１　
防
災
訓
練
に
つ
い
て

Ｑ
　
３
つ
の
津
波
避
難
施
設
が
完

成
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
等
を

活
か
し
た
防
災
避
難
訓
練
を
す
べ

き
だ
が
、
具
体
的
な
考
え
は
あ
る

の
か
。

A　
本
年
度
は
、
10
月
18
日
、
日

曜
日
に
実
施
予
定
で
す
。

　

議
員
の
お
考
え
の
と
お
り
、
津

波
避
難
施
設
３
施
設
を
、
住
民
の

津
波
か
ら
の
一
時
避
難
場
所
と
し

て
使
用
し
、
避
難
方
法
・
避
難
時

間
の
確
認
や
、
施
設
の
設
備
等
の

使
用
方
法
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
避
難
行
動
要

支
援
者
の
方
が
安
全
に
避
難
で
き

る
か
、
地
元
消
防
団
の
協
力
を
得

て
、
車
椅
子
等
で
の
避
難
を
実
践

し
、
避
難
時
間
等
を
検
証
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。�

（
写
真
）

Ｑ
　
２
年
前
の
議
会
定
例
会
９
月

会
議
で
井
下
田
議
員
が
質
問
し
た
、

発
災
時
に
、
村
民
が
い
っ
せ
い
に

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
自
身
の
安
全

確
保
を
行
い
、「
自
助
」
の
高
揚

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
自

主
参
加
型
の
い
っ
せ
い
防
災
訓
練�

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

A　
村
で
は
、
職
員
に
対
し
て
は
、

定
期
的
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
住
民
周

知
を
図
り
、
村
の
防
災
訓
練
と
連

動
し
て
の
訓
練
が
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
住
民
の

認
知
度
に
つ
い
て

A　
か
な
り
低
い
と
考
え
る
。

Ｑ
　
周
知
の
方
法
は
？

A　
発
災
時
に
、
自
身
の
身
を
守

る
こ
と
を
、
常
々
広
報
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
が
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

と
い
う
こ
と
の
認
識
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
イ
ラ
ス
ト
等
を
使
い
、

広
報
し
、
啓
発
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

提
案
　
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

育
成
会
・
公
民
館
ク
ラ
ブ
な
ど
の

活
動
の
機
会
を
通
じ
て
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
普
及
や
実
施
を
行
う
こ

と
も
必
要
。

　

１
・
17
（
阪

神
淡
路
大
震

災
）
３・11
（
東

日
本
大
震
災
）・

９
・
１
（
関
東

大
震
災
）・
11
・

23
（
元
禄
地

震
）・12・17
（
東

方
沖
地
震
）

な
ど
の
発
災
日
に
防
災
無
線
に
よ

る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
、
学

校
や
職
場
あ
る
い
は
家
庭
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

２　

青
少
年
を
犯
罪
・
事

故
・
自
殺
か
ら
守
る
取

り
組
に
つ
い
て

Ｑ
　
大
阪
市
寝
屋
川
中
学
１
年
生

の
殺
害
事
件
を
見
て
、
小
中
学
校

の
児
童
・
教
師
・
保
護
者
も
脅
威

を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
者
は
、
本
校
の
小

中
学
校
児
童
生
徒
へ
の
夏
休
み
や
、

休
日
の
過
ご
し
方
へ
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

A　
千
葉
県
教
育
委
員
会
か
ら
配

布
さ
れ
て
い
る
「
夏
季
休
業
日
に

お
け
る
生
徒
指
導
上
留
意
す
べ
き

事
項
」を
も
と
に
各
学
校
に
お
い

て
児
童
生
徒
向
け
、
保
護
者
向
け

に
文
書
を
配
布
し
、
始
業
式
、学

年
集
会
、学
級
活
動
を
活
用
し
て

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、夏

季
休
業
中
に
行
う
学
校
生
活
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
個
々
に
対
応
し

た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
は
、
青
少
年
育
成
会
主
催
に
よ

る
夏
季
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。内
容
は
、各
学
校
の
管
理
職
や

議
会
定
例
会
9
月
会
議
（
9
月
15
日
～
17
日
）

　
日
本
列
島
は
、
近
年
、
新
潟
県
中
越
地
震
・
阪
神
淡
路
大
地
震
・
東

日
本
大
震
災
・
御
嶽
山
噴
火
・
広
島
土
砂
災
害
、
ま
た
、
９
月
14
日
に

は
関
東
、
東
北
地
方
の
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
が
決
壊
し
た
常
総
市
な
ど

の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の
死
者
や
被
災
者
を
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
阪
市
寝
屋
川
中
学
１
年
生
の
殺
害
事
件
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
凶
悪
な
犯
罪
が
多
発
す
る
な
ど
、「
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
」
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
意
識
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

後
悔
し
な
い
よ
う
日
ご
ろ
の
訓
練
を
心
が
け
よ
う
！

地震・津波避難訓練（18日・竜宮台築山公園）
71名が参加しました
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生
徒
指
導
担
当
が
出
席
し
、
保
護

者
に
対
し
て
、
児
童
生
徒
の
現
状

と
、
夏
季
休
業
中
の
過
ご
し
方
を

説
明
し
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成

に
は
地
域
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
夏
季
休
業
日
に
お
け
る
生
徒

指
導
上
留
意
す
べ
き
事
項
」
を
も

と
に
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
内
容

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

A　
学
年
集
会
、
学
級
活
動
で

は①
不
審
者
に
会
っ
た
と
き
に
は
、

「
大
声
を
出
し
て
逃
げ
る
」等
の
不

審
者
対
策
及
び
警
察
、
学
校
へ
の

通
報
を
素
早
く
行
う
こ
と

②
「
外
出
時
の
服
装
は
華
美
に
な

ら
な
い
」
や
「
遊
戯
施
設
等
の
危

険
を
伴
う
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

こ
と

③
携
帯
電
話
等
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
る
の
で
、
使
い
方
に

注
意
す
る
こ
と

　
（
中
学
校
で
は
過
去
２
年
間
、

携
帯
安
全
教
室
を
実
施
）

④
交
通
事
故
や
水
難
事
故
に
遭
遇

し
た
と
き
に
は
、警
察
、学
校
等
へ

の
連
絡
を
素
早
く
行
う
こ
と

⑤
部
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

す
る
こ
と
（
職
員
は
欠
席
生
徒
等

へ
の
連
絡
を
徹
底
す
る
）

小
学
校
の
み

⑥
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
も
と

に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
徹
底
す

る
こ
と

家
庭
に
は

⑦
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
登
録

の
推
進
・
活
用
、
及
び
子
ど
も
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
へ
の

登
録
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

Ｑ
　
子
ど
も
た
ち
の
休
日
や
夏
休

み
中
の
事
故
や
自
殺
を
防
ぐ
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
実
施
し
て
き
た
の
か
伺
い
ま

す
。

A　
夏
季
休
業
中
に
各
学
校
で
、

補
習
授
業
と
し
て
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
今
年
度
の
延
べ
参

加
者
は
、小
学
校
で
は
、２
３
０
名

で
あ
り
、
長
生
中
学
校
で
は
１
、

５
０
０
名
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
部
活
動
も
行
わ
れ
て

お
り
、
職
員
が
児
童
生
徒
と
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
を
多
く
設
け
て
お

り
、
参
加
し
て
い
な
い
児
童
生
徒

や
、
気
に
な
る
生
徒
に
は
、
担
当

等
か
ら
連
絡
を
と
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
村
の
盆
踊
り
大
会
や

祭
礼
等
の
行
事
の
折
に
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
協
力
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
児
童
生
徒
が
事
件
・
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
防
犯
指
導
員
を
兼

ね
て
い
る
青
少
年
相
談
員
が
中
心

と
な
り
、
夜
間
の
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
青
少
年
相
談
員
が
中
心
と

な
り
実
施
し
て
い
る
夜
間
の
パ
ト

ロ
ー
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

A　
青
少
年
相
談
員
が
防
犯
指

導
員
を
兼
ね
て
お
り
毎
月
第
１
、

第
３
水
曜
日
の
午
後
９
時
30
分
か

ら
午
後
10
時
30
分
頃
に
村
所
有

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
使
用
し
、

４
人
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
巡

回
場
所
は
尼
ヶ
台
公
園
や
旧
シ
ノ

ヤ
跡
地
な
ど
の
た
ま
り
場
に
な
る

と
こ
ろ
を
中
心
に
巡
回
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
　
村
内
公
立
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
よ
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
活
動
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
目
線
か

ら
見
た
施
策
を
防
犯
対
策
に
盛
込

む
と
共
に
、
就
学
時
よ
り
防
犯
に

つ
い
て
啓
発
等
の
意
識
付
け
を
行

い
、
自
主
・
自
立
の
防
犯
対
策
や

青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進
に
繋

げ
る
「
青
少
年
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A　
他
の
市
町
で
実
施
し
て
い
る

こ
と
も
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
本
村

で
は
、
青
少
年
相
談
連
絡
協
議
会

で
「
青
少
年
相
談
員
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
」
を
募
集
し
、
今
年
度
は
、

小
学
生
42
名
が
初
級
認
定
講
習
を

修
了
し
、
中
学
生
は
60
名
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
季
休
業
中
の
子
ど
も
キ
ャ
ン

プ
大
会
等
で
は
、
計
画
、
運
営
の

中
心
と
な
り
活
動
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
他
の
市
町
で
も
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
を
中
心

に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
村

は
「
青
少
年
相
談
員
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
」
の
児
童
生
徒
を
中
心
に
、

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
事

業
と
し
て
警
察
署
や
交
通
安
全
協

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
協
力

を
得
て
実
施
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
児
童
生
徒
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
と
連
携
し
た
防
犯
訓
練
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
も
今
後
必
要

と
思
う
が

A　
各
学
校
で
は
、
警
察
や
外
房

少
年
セ
ン
タ
ー
、ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
依
頼
し
、
不
審
者
対
応
避

難
訓
練
を
児
童
生
徒
に
対
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
警
察
官
に
よ
る
不
審

者
に
遭
遇
し
た
場
合
の
対
処
方
法

等
に
関
す
る
講
話
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
演
習

も
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
含
め

た
防
犯
訓
練
が
今
後
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
関
係
機
関
に

働
き
か
け
を
行
い
た
い
と
考
え
ま

す
。１

『
イ
カ
』
… 

知
ら
な
い
人
に
つ

い
て
イ
カ
な
い

２
『
ノ
』
… 

知
ら
な
い
人
の
車

に
ノ
ら
な
い

３
『
オ
』
… 

オ
お
き
な
声
を
出

し
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
。

４
『
ス
』
… 

怖
か
っ
た
ら
大
人
の

い
る
方
に
ス
ぐ
逃
げ
る
。

５
『
シ
』
… 

ど
ん
な
人
が
何
を

し
た
の
か
家
の
人
に
シ
ら
せ
る
。

Ｑ
　
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
の
実
施
内

容
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
。
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A　
実
施
内
容
を
考
え
る
中
で
重

要
な
こ
と
は
、
参
加
し
よ
う
と
す

る
児
童
生
徒
の
安
全
面
を
確
保
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
前
提
と
し

て
、
他
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

啓
発
活
動
を
参
考
に
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
千
葉
県
で
唯
一
の
村
と
な
っ

た
長
生
村
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な

災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ず
、
と
て
も

環
境
豊
か
な
風
土
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で
暮
ら
す

住
民
一
人
ひ
と
り
を
一
つ
の
大
き

な
家
族
と
捉
え
、
将
来
を
担
う
村

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
「
健
や
か
な
成
長
」
に
必
要

な
環
境
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
村
長
・

教
育
長
そ
れ
ぞ
れ
の
お
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

村　
長　
地
震
対
策
の
補
助
も
出

し
、
家
具
の
固
定
な
ど
も
推
進
し

て
い
ま
す
が
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
実
態
を
調
査
し
普
及

を
進
め
る
と
と
も
に
、
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
も
住
民
に
広
く
推
進

し
、
住
民
全
体
が
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長　
私
は
日
ご
ろ
か
ら
生
活

指
導
の
問
題
、
交
通
事
故
の
問
題
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、
命
の

大
切
さ
を
各
学
校
長
に
説
明
し
、

徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
申
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
だ
け
で
は
寝

屋
川
中
の
事
件
な
ど
の
問
題
は
解

決
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
校
、
地
域
社
会
、
保
護
者
と

の
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
教
育
長
と
し
て
、
危
機
管

理
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
人
的
管
理

な
ど
も
先
頭
に
立
っ
て
教
育
行
政

を
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2015年議会定例会９月会議議案審議内容
案　件 審　　議　　内　　容

請 　 願「安保慣例法案」に反対する意見書提出を求める請願書
議 案 第40号 個人情報保護条例の一部を改正する条例制定
議 案 第41号 行政手続条例の一部を改正する条例制定
議 案 第42号 職員定数条例の一部を改正する条例制定
議 案 第43号 一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定
議 案 第44号 手数料徴収条例の一部を改正する条例制定
議 案 第45号 工事請負契約の締結について
議 案 第46号 特定下水道工事の代行の要請について
議 案 第47号 2015年度一般会計補正予算
議 案 第48号 2015年度国民健康保険特別会計補正予算
議 案 第49号 2015年度公共下水道事業特別会計補正予算
議 案 第50号 2015年度介護保険特別会計補正予算
議 案 第51号 長生都市計画下水道事業、公共下水道事業計画認可について
発議案第６号 村長の専決処分事項の指定についての一部改正について
議 員 派 遣 東北視察について

議会定例会９月会議議案審議結果一覧
氏　　名 請　願 議案

第40号
議案
第41号

議案
第42号

議案
第43号

議案
第44号

議案
第45号

議案
第46号

議案
第47号

議案
第48号

議案
第49号

議案
第50号

議案
第51号

発議案
第6号 議員派遣

立川　智浩 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

鈴木　　博 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

井下田正美 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

石川　吉一 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

増子　勇男 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

千葉　一雅 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

矢部　眞男 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

門口　　昭 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

小倉　利一 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

阿井　市郎 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

山口　裕之 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

片岡　啓治 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

鈴木　征男 ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

関　　克也 ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

中村　秀美 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

＊　東間議員は議長のため賛否は表明しません。　　また、認定第１号～第5号は決算審査特別委員会を設置し付託されました。
＊　議員の派遣場所は宮城県山元町の被災状況と復興の現状・仙台市若林区の小学校における防災安全教育の取り組みを視察します
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編
集
後
記

　

新
幹
線
は
開
通
し
た
け
れ

ど
、
勝
ち
組
は
金
沢
市
だ
け
。

　

富
山
は
通
過
点
と
さ
れ
る
危

険
性
に
焦
り
、
福
井
は
、
金
沢

か
ら
な
ん
と
か
特
急
や
バ
ス
で

足
を
伸
ば
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
な
か
な
か
思
い
ど
お
り
に

は
い
か
な
い
よ
う
だ
。

　

２
０
２
３
年
春
に
は
福
井
―

敦
賀
市
が
開
通
予
定
だ
が
、
富

山
も
福
井
も
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
、
し
た
た
か
な
戦
略
を
練
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。�

（
Ｈ
・
Ｙ
）

※
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

11
月
の
活
動
予
定

11
月
14
日（
土
）13
時
〜

議
員
10
月
の
活
動
記
録

○
大
網
白
里
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
勉
強
会

�

（
10
月
1
日
）

○
「
2
日
徳
島
県
三
好
市
（
地

方
創
生
に
つ
い
て
）」「
３
・

４
日
神
戸
市
（
全
国
自
治
体

労
働
運
動
研
究
交
流
集
会
）」

○
「
北
陸
３
県
有
志
旅
行
10
月

５・６・７
日
）

○
人
口
減
少
時
代
に
地
方
自
治

体
の
あ
り
か
た
を
問
う

　（
地
方
議
会
議
員�

�

研
修
会
13
・
14
日
）

○
生
涯
学
習
講
座
が
終
了

�

（
18
日
・
認
知
症
を
学
ぶ
）

○
長
生
村
こ
ど
も
祭
り

�

（
25
日
、
中
央
公
民
館
）

○
津
波
避
難
施
設
落
成
式

ニセコ町企画観光課長
「山本契太」氏による特別講演

活発な議論ができました 「いのちをつないで」（講師・賀久はつ氏）

（国宝）瑞龍寺

講師・三育学院短期大学元学長「田淵昭三」氏小髙村長も水鉄砲づくりに励んでいました

集会所併用施設の屋上は340人を収容

○
10
月
30
日
～
11
月
8
日

ネ
パ
ー
ル
訪
問

○
9
・
10
・
18
日

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

○
13
日

「
長
生
会
研
修
視
察
」

○
15
日

「
生
涯
学
習
講
座
」

○
26
・
27
・
28
日

「
議
員
研
修
」

○
29
日

「
心
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
勉
強
会
」

○
「
議
会
全
員
協
議
会
」

＊
日
程
調
整
中


